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(57)【要約】
【課題】コネクタアセンブリと係合したときに恒常的な
負荷を受けないコネクタ位置保証装置を提供する。
【解決手段】コネクタ位置保証装置10は、1対の係止ア
ーム部材16、交差部材18および1対の案内要素20を含む
。1対の係止アーム部材16は、互いに離れて、ほぼ平行
に配置されている。各係止アーム部材16は、外向き側面
26、後端部28および前端部30を有している。各前端部30
は、底面24から懸垂する係止突起32を有している。交差
部材18は、係止アーム部材16に一体的に接続されている
。各案内要素20は、後端部28の各外向き側面に一体的に
接続され、外側へ突出している。このコネクタ位置保証
装置10はコネクタアセンブリ100に組み込まれる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに離れて、ほぼ平行に配置された１対の係止アーム部材であって、頂面、底面、前
記頂面と前記底面との間に延びる外向き側面、後端部、および前記後端部に一体的に接続
され、前記後端部の反対側に配置された前端部を有し、各前端部は、前記底面から懸垂す
る係止突起を有している、１対の係止アーム部材と、
　前記後端部における前記各頂面で、前記1対の係止アーム部材に一体的に接続された交
差部材と、
　1対の案内要素であって、それぞれが、前記後端部の前記外向き側面のそれぞれに一体
的に接続されており、前記後端部の前記外向き側面のそれぞれから外側へ突出している１
対の案内要素とを備える、コネクタ位置保証装置。
【請求項２】
　各前端部は、前記頂面と前記係止突起との間に延びるほぼ平坦な正面を有している、請
求項1に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項３】
　各係止アーム部材は、前記頂面と前記ほぼ平坦な正面とを相互接続する頂部曲縁、およ
び、前記係止突起と前記ほぼ平坦な正面とを相互接続する底部曲縁を含んでいる、請求項
2に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項４】
　各係止突起は、台形形状とされており、前記底部曲縁に接続して前記底部曲縁から前記
後端部に向かって、下方向および後方向に先細りになる第1先細り面と、前記頂面とほぼ
平行に延びる、平坦な底部係止突起面と、前記平坦な底部係止突起面に接続して、前記平
坦な底部係止突起面から前記係止アーム部材の前記底面に向かって、上方向および後方向
に先細りになる第2先細り面とを有している、請求項3に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項５】
　前記前端部は、それぞれ、前記後端部と、片持ち状に一体形成されている、請求項1に
記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項６】
　前記案内要素は、それぞれ、案内要素平坦面、第1案内要素先細り面および第2案内要素
先細り面を有しており、各第1案内要素先細り面は、前記案内要素平坦面から前記後端部
の前記外向き側面に向かって、前方向に先細りになっており、各第2案内要素先細り面は
、前記案内要素平坦面から前記後端部の前記外向き側面に向かって、後方向に先細りにな
っている、請求項1に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項７】
　前記交差部材は、頂部パネルおよび1対の側部パネルを含み、側部パネルは、それぞれ
、前記頂部パネルと前記後端部の前記頂面との間に配置され、前記頂部パネルおよび前記
後端部の前記頂面に一体的に接続されて、前記1対の係止アーム部材と平行に延びる1対の
交差部材案内溝を区画している、請求項1に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項８】
　前記交差部材は、前記頂部パネルから離れて前記1対の側部パネルの間に配置され前記
頂部パネルと平行に延びる底部パネルを含み、前記底部パネルは、前記1対の側部パネル
の間で、前記1対の側部パネルに一体的に接続されている、請求項7に記載のコネクタ位置
保証装置。
【請求項９】
　前記交差部材は、前記頂部パネルと前記底部パネルとの間に配置されて前記頂部パネル
および前記底部パネルに一体的に接続されたリブを含み、前記リブは、前記1対の側部パ
ネルの間の略中央に配置されており、前記1対の係止アーム部材と平行に延びている、請
求項7に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項１０】
　前記頂部パネルは、前記係止アーム部材のそれぞれの前記後端部を越えて外側に延びて
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いる、請求項7に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項１１】
　前記頂部パネルは、前記1対の案内要素のそれぞれを越えて外側に延びている、請求項7
に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項１２】
　第1コネクタ空洞を形成し、前記第1コネクタ空洞の中に配置され当該第1コネクタ部材
に接続されたラッチ構造部および第1コネクタターミナルハウジングを含む第1コネクタ部
材であって、前記ラッチ構造部は、ラッチおよび1対の停止部を含み、前記ラッチは、通
常緩和状態および偏移状態、ならびに前記通常緩和状態と前記偏移状態との間で、可動と
されており、前記ラッチは、前記通常緩和状態へと弾性的に付勢されており、各停止部は
、前記ラッチに接続されて、前記ラッチから横方向に延びているものである、第1コネク
タ部材と、
　前記第1コネクタ空洞に受けられる寸法とされており、前記第1コネクタターミナルハウ
ジングを受ける寸法とされた第2コネクタ空洞を区画しており、前記第2コネクタ空洞の中
に配置され当該第2コネクタ部材に接続された第2コネクタターミナルハウジングを有して
おり、1対の捕捉部と、前記1対の捕捉部の間に配置された係止傾斜部とを備える第2コネ
クタ外面を有する第2コネクタ部材であって、前記1対の捕捉部および前記係止傾斜部は、
前記第2コネクタ外面から突出しているものである、第2コネクタ部材と、
　解除位置から係合位置への移動のために、前記第1コネクタ部材に摺動可能に接続され
ており、互いに離れてほぼ平行に配置された1対の係止アーム部材および前記1対の係止ア
ーム部材に一体的に接続された交差部材を有するコネクタ位置保証装置であって、各係止
アーム部材は、後端部、および前記後端部に一体的に接続され、前記後端部の反対側に配
置された前端部を有し、各前端部は、当該前端部から懸垂する係止突起を有しており、前
記前端部は、前記後端部に対して、上方向および下方向に移動することができ、通常緩和
状態、中間偏移状態および進行偏移状態、ならびに、前記通常緩和状態と前記中間偏移状
態と前記進行偏移状態との間で、連続的に移動することができ、前記前端部は、前記通常
緩和状態へと弾性的に付勢されているものである、コネクタ位置保証装置と、
　を備えるコネクタアセンブリであって、
　前記第1および第2コネクタ部材を、前記コネクタ位置保証装置が前記解除状態にあり、
前記ラッチが前記通常緩和状態にある状態で、互いに完全に接続する前に、移動ができな
い状態にある前記ラッチは、前記1対の停止部のそれぞれと前記前端部とが少なくとも部
分的に対向している結果として、前記第1コネクタ部材に対する前記コネクタ位置保証装
置の摺動移動を防止しており、
　前記第1コネクタ部材を前記解除位置から前記係合位置へと動かす前に、前記第1および
第2コネクタ部材が、第1挿入位置、第2挿入位置および第3挿入位置から段階的に、互いに
向かって移動されることにより、接続され、
　前記第1挿入位置において、前記第2コネクタ空洞が前記第1コネクタターミナルハウジ
ングを受けながら、前記第1コネクタ空洞は前記第2コネクタ部材を受け、前記コネクタ位
置保証装置が前記解除位置にある状態で、前記係止アーム部材の前記前端部が前記通常緩
和状態に位置しつつ、前記係止傾斜部は前記ラッチに接触し、
　前記第1および第2コネクタ部材が、前記第1挿入位置から前記第2挿入位置へ移動すると
、前記係止傾斜部は、前記ラッチを、前記通常緩和状態から前記中間偏移状態へ、上方向
に移動させて、前記係止アーム部材の前記前端部が前記通常緩和状態に留まりながら、前
記コネクタ位置保証装置の摺動運動を可能にするために、前記ラッチを前記移動禁止状態
から解放し、
　前記第1および第2コネクタ部材が、前記第2挿入位置から前記第3挿入位置へ移動すると
、前記ラッチは、前記偏移状態から前記通常緩和状態へ、下方向に移動して、前記係止傾
斜部を捕捉し、前記第1および第2コネクタ部材をともに、主要係止状態に係止し、前記係
止突起のそれぞれおよび前記捕捉部が互いに摺動可能に接触し、前記前端部が前記通常緩
和状態から前記中間偏移状態へ移動し、前記係止突起が前記捕捉部の頂部に配置され、
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　前記第3挿入位置において、前記コネクタ位置保証装置は、前記係止突起が、それぞれ
、前記停止部の上へと摺動すると、前記前端部が前記中間偏移状態から前記進行偏移状態
へ移動するように、前記解除位置から前記係合位置へ、摺動移動することが可能であり、
　前記コネクタ位置保証装置が前記解除位置から前記係合位置へ移動すると、前記進行偏
移状態にある前記前端部は、摺動しながら前記停止部を越えて移動し、
　前記コネクタ位置保証装置が前記係合位置に到達したときに、前記前端部は前記進行偏
移状態から前記通常緩和状態へ移動し、前記係止突起は、前記捕捉部および前記停止部の
少なくとも実質的に前方に配置され、互いに完全に接続されている前記第1および第2コネ
クタ部材のために、二次係止状態を提供する、コネクタアセンブリ。
【請求項１３】
　前記ラッチ構造部は、前記第1コネクタターミナルハウジングに回動可能に取り付けら
れている、請求項12に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１４】
　前記ラッチ構造部は、支点部を含んでおり、前記ラッチは、支点部にシーソー式に取り
付けられている、請求項13に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１５】
　前記ラッチは、前記第1および第2コネクタ部材が前記第3挿入位置にあるときに前記係
止傾斜部を受ける寸法とされた係止傾斜部受け穴を有している、請求項12に記載のコネク
タアセンブリ。
【請求項１６】
　前記第1コネクタ部材は、前記第1コネクタ空洞を区画する第1コネクタ内面を有してお
り、前記第1コネクタ部材は、前記第1コネクタ内面に形成された1対の案内受け溝を含ん
でおり、前記1対の案内受け溝は、互いに対向して、前記ラッチ構造部に隣接するように
配置されている、請求項12に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１７】
　前記第1コネクタ部材は、前記第1コネクタ内面に形成された案内レール溝を含んでいる
、請求項16に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１８】
　前記第2コネクタ部材は、前記第1コネクタ部材の前記案内レール溝に摺動可能に受けら
れる寸法とされた案内レールを含んでいる、請求項17に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１９】
　各係止アーム部材は、頂面、底面、前記頂面と前記底面との間に延びる外向き側面を有
し、前記係止突起は前記底面から懸垂し、前記交差部材は、前記後端部の前記頂面のそれ
ぞれで、前記1対の係止アーム部材に一体的に接続されている、請求項12に記載のコネク
タアセンブリ。
【請求項２０】
　前記コネクタ位置保証装置は1対の案内要素を含み、各案内要素は、前記後端部の前記
外向き側面のそれぞれに一体的に接続され、前記後端部の前記外向き側面のそれぞれから
外側へ突出している、請求項12に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２１】
　前記案内要素は、それぞれ、案内要素平坦面、第1案内要素先細り面および第2案内要素
先細り面を有しており、各第1案内要素先細り面は、前記案内要素平坦面から前記後端部
の前記外向き側面に向かって、前方向に先細りになっており、各第2案内要素先細り面は
、前記案内要素平坦面から前記後端部の前記外向き側面に向かって、後方向に先細りにな
っている、請求項20に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２２】
　各前端部は、前記頂面と前記係止突起との間に延びるほぼ平坦な正面を有している、請
求項20に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２３】
　各係止アーム部材は、前記頂面と前記ほぼ平坦な正面とを相互接続する頂部曲縁、およ
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び、前記係止突起と前記ほぼ平坦な正面とを相互接続する底部曲縁を含んでいる、請求項
22に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２４】
　各係止突起は、台形形状とされており、前記底部曲縁に接続して前記底部曲縁から前記
後端部に向かって、下方向および後方向に先細りになる第1先細り面と、前記頂面とほぼ
平行に延びる、平坦な底部係止突起面と、前記平坦な底部係止突起面に接続して、前記平
坦な底部係止突起面から前記係止アーム部材の前記底面に向かって、上方向および後方向
に先細りになる第2先細り面とを有している、請求項23に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２５】
　前記前端部は、それぞれ、前記後端部と、片持ち状に一体形成されている、請求項12に
記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２６】
　前記交差部材は、頂部パネルおよび1対の側部パネルを含み、側部パネルは、それぞれ
、前記頂部パネルと前記後端部の前記頂面との間に配置され、前記頂部パネルおよび前記
後端部の前記頂面に一体的に接続されて、前記1対の係止アーム部材と平行に延びる1対の
交差部材案内溝を区画している、請求項12に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２７】
　前記交差部材は、前記頂部パネルから離れて前記1対の側部パネルの間に配置され前記
頂部パネルと平行に延びる底部パネルを含み、前記底部パネルは、前記1対の側部パネル
の間で、前記1対の側部パネルに一体的に接続されている、請求項26に記載のコネクタア
センブリ。
【請求項２８】
　前記交差部材は、前記頂部パネルと前記底部パネルとの間に配置されて前記頂部パネル
および前記底部パネルに一体的に接続されたリブを含み、前記リブは、前記1対の側部パ
ネルの間の略中央に配置されており、前記1対の係止アーム部材と平行に延びている、請
求項26に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２９】
　前記頂部パネルは、前記係止アーム部材の前記後端部のそれぞれを越えて外側に延びて
いる、請求項26に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項３０】
　前記頂部パネルは、前記1対の案内要素のそれぞれを越えて外側に延びている、請求項2
6に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項３１】
　前記第1コネクタ部材は、前記ラッチ構造部の上方に配置された1対の第1コネクタ案内
レールを含み、前記1対の第1コネクタ案内レールは、それぞれ、前記交差部材案内溝に、
摺動可能に受けられる寸法とされている、請求項26に記載のコネクタアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタ位置保証装置およびコネクタアセンブリとともに使用されるコネク
タ位置保証装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コネクタ位置保証装置は、当該技術分野において広く公知となっている。このような例
が、特許文献１（Garretson et al.）に記載されている。Garretsonは、第1コネクタ本体
、第2コネクタ本体およびコネクタ位置保証装置を含む電気コネクタを教示している。第1
コネクタ本体は係止傾斜部を有する。第2コネクタ本体は、第1コネクタ本体に接続し、第
1および第2コネクタ本体が接続されたときに第1コネクタ本体の係止傾斜部に係合して第1
および第2コネクタ本体を互いに固定する固定アームを有している。
【０００３】
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　コネクタ位置保証装置は、第1および第2コネクタ本体が互いに適切に接続されて固定さ
れるようにするために、コネクタ本体に摺動可能に保持されている。コネクタ位置保証装
置は、頂壁と、頂壁の長手方向のそれぞれの縁に、懸垂側壁を有している。頂壁は、1つ
の端に、固定アームを押して固定傾斜部と係合させるために、懸垂押進部を有している。
また、コネクタ位置保証装置は、コネクタ位置保証装置に力を加えるために、頂壁の両端
に、標的部を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第6,077,101号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　Garretsonに例として示されるように、従来のコネクタ位置保証装置は、コネクタ位置
保証装置が係合したときに恒常的な負荷を受ける頂壁を使用している。また、Garretson
では、頂壁は、従来のコネクタ位置保証装置を解放するためのレバーとして使用されてい
る。これでは、従来のコネクタ位置保証装置を解放するときに、ユーザに感触が伝わらな
くなる。
【０００６】
　コネクタアセンブリと係合したときに恒常的な負荷を受けないコネクタ位置保証装置を
提供することは、有益であろう。また、コネクタ位置保証装置を解放するためにユーザが
直接押し下げることのできるレバーを有するコネクタ位置保証装置を提供することも、有
益であろう。本発明は、これらの利点を提供する。
　本発明の目的は、コネクタアセンブリと係合したときに恒常的な負荷を受けないコネク
タ位置保証装置を提供することである。
【０００７】
　本発明の別の目的は、コネクタ位置保証装置をコネクタアセンブリとの係合から解放す
るためにユーザが直接押し下げることのできるレバーを有するコネクタ位置保証装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のコネクタ位置保証装置を以下に説明する。コネクタ位置保証装置は、1対の係
止アーム部材、交差部材および1対の案内要素を含んでいる。1対の係止アーム部材は、互
いに離れて、ほぼ平行に配置されている。各係止アーム部材は、頂面、底面、頂面と底面
との間に延びる外向き側面、後端部、および前端部を有している。前端部は、後端部に一
体的に接続され、後端部の反対側に配置されている。各前端部は、底面から懸垂する係止
突起を有している。交差部材は、後端部の各頂面で、1対の係止アーム部材に一体的に接
続されている。各案内要素は、後端部の各外向き側面に一体的に接続されており、後端部
の各外向き側面から外側へ突出している。
【０００９】
　また、コネクタ位置保証装置を組み込んだコネクタアセンブリについても、本明細書に
記載する。本発明のこれらの目的および他の利点は、添付の図面を参照しながら、本発明
の例示的な実施形態の詳細な説明に照らして、よりよく理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明のコネクタ位置保証装置と、第1コネクタ部材と、第2コネクタ部材とを含
む、本発明のコネクタアセンブリの1つの実施形態を示す分解斜視図である。
【図２】コネクタ位置保証装置が解除位置にあり、第1コネクタ部材と摺動可能に接続さ
れている状態を示す分解斜視図である。
【図３】コネクタ位置保証装置を示す斜視図である。
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【図４】コネクタ位置保証装置を示す正面図である。
【図５】コネクタ位置保証装置を示す上部平面図である。
【図６】コネクタ位置保証装置を示す側面図である。
【図７】図1に示したコネクタアセンブリの断面図である。
【図８】解除位置で第1コネクタ部材と摺動可能に接続されているコネクタ位置保証装置
を示す図であり、第1コネクタ部材の頂部が部分的に断面とされた、部分断面斜視図であ
る。
【図９】図1のコネクタアセンブリを逆から見た分解斜視図である。
【図１０】第2コネクタ部材を示す正面図である。
【図１１】第1コネクタ部材、第2コネクタ部材およびコネクタ位置保証装置を示す側面図
であり、コネクタアセンブリの動作、ならびに、第1コネクタ部材と第2コネクタ部材とが
互いに接続されるときに、第1コネクタ部材、第2コネクタ部材およびコネクタ位置保証装
置がどのように機能するかを、図12～図16とともに連続的に示している。
【図１２】第1コネクタ部材、第2コネクタ部材およびコネクタ位置保証装置を示す側面図
である。
【図１３】第1コネクタ部材、第2コネクタ部材およびコネクタ位置保証装置を示す側面図
である。
【図１４】第1コネクタ部材、第2コネクタ部材およびコネクタ位置保証装置を示す側面図
である。
【図１５】第1コネクタ部材、第2コネクタ部材およびコネクタ位置保証装置を示す側面図
である。
【図１６】第1コネクタ部材、第2コネクタ部材およびコネクタ位置保証装置を示す側面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明のコネクタ位置保証装置10の実施形態を、図1～図6を参照して、以下に説明する
。
　図1および図2に示すように、コネクタ位置保証装置10は、第1コネクタ部材12および第2
コネクタ部材14とともに示されており、本発明のコネクタアセンブリ100を形成している
。本発明のコネクタアセンブリ100について、以下に、より詳細に説明する。
【００１２】
　図3～図6を参照して、コネクタ位置保証装置10は、1対の係止アーム部材16、交差部材1
8および1対の案内要素20を含んでいる。
　1対の係止アーム部材16は、図3～図5に最もよく示されているように、互いに離れて、
ほぼ平行に配置されている。各係止アーム部材16は、頂面22、底面24、頂面22と底面24と
の間に延びる外向き側面26、後端部28および前端部30を有している。前端部30は、後端部
28に一体的に接続され、後端部28の反対側に配置されている。各前端部30は、底面24から
懸垂する係止突起32を有している。
【００１３】
　交差部材18は、後端部28の各頂面22において、1対の係止アーム部材16に一体的に接続
されている。
　各案内要素20は、後端部28の各外向き側面26に一体的に接続されており、後端部28の各
外向き側面26から外側に向かって突出している。
　図3、図5および図6に最もよく示されているように、各前端部30は、頂面22と係止突起3
2との間に延びるほぼ平坦な正面34を有している。さらに、各係止アーム部材16は、頂面2
2とほぼ平坦な正面34とを相互接続する頂部曲縁36を含んでいる。また、各係止アーム部
材16は、係止突起32と正面34とを相互接続する底部曲縁38を含んでいる。
【００１４】
　図3および図6に最もよく示されているように、各係止突起32は台形形状とされている。
各係止突起32は、底部曲縁38に接続して底部曲縁38から後端部28に向かって、下方向およ
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び後方向に先細りになる第1先細り面40を有している。各係止突起32はまた、頂面22とほ
ぼ平行に延びる、平坦な底部係止突起面42を有している。さらに、各係止突起32は、平坦
な底部係止突起面42に接続して平坦な底部係止突起面42から係止アーム部材16の底面24に
向かって上方向および後方向に先細りになる第2先細り面44を有している。
【００１５】
　図3および図6に示すように、各前端部30は、各後端部28と、片持ち状に一体形成されて
いる。
　図3、図4および図6に示すように、各案内要素20は、案内要素平坦面46、第1案内要素先
細り面48および第2案内要素先細り面50を有している。各第1案内要素先細り面48は、案内
要素平坦面46から後端部28の外向き側面26に向かって、前方向に先細りになっており、各
第2案内要素先細り面50は、案内要素平坦面46から後端部28の外向き側面26に向かって、
後方向に先細りになっている。
【００１６】
　図3～図6を参照して、交差部材18は、頂部パネル52および1対の側部パネル54を有して
いる。側部パネル54は、それぞれ、頂部パネル52と係止アーム部材16の後端部28の頂面22
との間に配置され、頂部パネル52および前記頂面22に一体的に接続されて、1対の交差部
材案内溝55を規定している。各交差部材案内溝55は、1対の係止アーム部材16と平行に延
びている。さらに、交差部材18は、頂部パネル52から離れて1対の側部パネル54の間に配
置され頂部パネル52と平行に延びる底部パネル56を含んでいる。底部パネル56は、1対の
側部パネル54の間で、1対の側部パネル54に一体的に接続されている。
【００１７】
　さらに、交差部材18は、頂部パネル52と底部パネル56との間に配置されて頂部パネル52
および底部パネル56を一体的に接続するリブ58を含んでいる。リブ58は、図4に示すよう
に、1対の側部パネル54の間の略中央に配置されており、1対の係止アーム部材16と平行に
延びている。
　また、図3および図4に示すように、頂部パネル52は、係止アーム部材16の後端部28のそ
れぞれを越えて外側に延びており、1対の案内要素20のそれぞれを越えて外側に延びてい
る。
【００１８】
　本発明のコネクタアセンブリ100について、図1、図2および図7～図16を参照して、以下
に説明する。図1、図2および図7において、第1コネクタ部材12は、第1コネクタ空洞60を
区画しており、ラッチ構造部62および第1コネクタターミナルハウジング64を含んでいる
。これらは両方とも、第1コネクタ空洞60の中に配置され、第1コネクタ部材12に接続され
ている。
【００１９】
　図7および図8に最もよく示されているように、ラッチ構造部62は、ラッチ66および1対
の停止部67を含んでいる。各停止部67は、図7に最もよく示されているように、ラッチ66
に接続されて、ラッチ66から横方向に延びている。
　ラッチ66は、（実線で示す）通常緩和状態および（点線で仮想的に示す）偏移状態を有
し、通常緩和状態と偏移状態との間で、可動とされている。ラッチ66は、通常緩和状態へ
と弾性的に付勢されている。
【００２０】
　図7および図9に示すように、第2コネクタ部材14は、第1コネクタ空洞60に受けられる寸
法とされており、第2コネクタ空洞68を区画している。第2コネクタ空洞68は、図11～図14
に最もよく示されており、以下に説明するように、第1コネクタターミナルハウジング64
を受ける寸法とされている。第2コネクタ部材14は、図7および図10に最もよく示されてい
るように、第2コネクタターミナルハウジング70を有している。第2コネクタターミナルハ
ウジング70は、第2コネクタ空洞68の中に配置されており、第2コネクタ部材14に接続され
ている。
【００２１】
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　図10に最もよく示されているように、第2コネクタ部材14は、1対の捕捉部72と、1対の
捕捉部72の間に配置された係止傾斜部74とを備える第2コネクタ外面14aを有している。第
1コネクタ部材12および第2コネクタ部材14が、以下に、より詳細に説明するように、互い
に接続されるべきときに、係止傾斜部74は、係止傾斜部面74aとして図1、図2および図7に
示すように、第1コネクタ空洞60にほぼ対向する。1対の捕捉部72および係止傾斜部74は、
第2コネクタ外面14aから突出している。
【００２２】
　図2および図9を参照して、コネクタ位置保証装置10は、解除位置（図2および図11～図1
4を参照）から係合位置（図16を参照）への移動のために、第1コネクタ部材12に摺動可能
に接続されている。
　図7を参照して、各係止アーム部材16の前端部30は、後端部に対して、上方向および下
方向に移動することができる。各前端部30は、以下に、より詳細に説明するように、（実
線で示す）通常緩和状態NRC、（仮想線で示す）中間偏移状態IFC、および（仮想線で示す
）進行偏移状態EFCへ、ならびに、通常緩和状態と中間偏移状態と進行偏移状態との間で
、連続的に（progressively）作動することができる。前端部30は、通常緩和状態NRCへと
弾性的に付勢されている。
【００２３】
　図7に最もよく示されているように、ラッチ構造部62は、第1コネクタターミナルハウジ
ング64に回動可能に取り付けられている。ラッチ構造部62は、支点部76を含んでおり、ラ
ッチ66は、支点部にシーソー式に取り付けられている。また、図8に最もよく示されてい
るように、ラッチ66は、第1および第2コネクタ部材が互いに接続されたときに係止傾斜部
74を受ける寸法とされている係止傾斜部受け穴78を有している。
【００２４】
　図8を参照して、第1コネクタ部材12は、第1コネクタ空洞60を形成する第1コネクタ内面
12aを有している。第1コネクタ部材12は、第1コネクタ内面12a に形成された1対の案内受
け溝80を含んでいる。1対の案内受け溝80は、互いに対向して、ラッチ構造部62に隣接す
るように配置されている。1対の案内受け溝80は、コネクタ位置保証装置10が第1コネクタ
部材12に対して摺動することができるように、それぞれ、案内要素20が摺動するように構
成されている。
【００２５】
　さらに、図1および図2に示すように、第1コネクタ部材12は、第1コネクタ内面12a に形
成された案内レール溝を含んでいる。図1、図2および図9に示すように、第2コネクタ部材
14は、第1コネクタ部材12の案内レール溝82に摺動可能に受けられる寸法とされた案内レ
ール84を含んでいる。また、図1、図2および図8に最もよく示されているように、第1コネ
クタ部材12は、ラッチ構造部62の上方に配置された1対の第1コネクタ案内レール86を含ん
でいる。1対の第1コネクタ案内レール86は、上述したようにコネクタ位置保証装置10に形
成された交差部材案内溝55を、それぞれ、摺動可能に受ける寸法とされている。
【００２６】
　コネクタアセンブリ100の動作について、主に図11～図16を参照しながら、以下に説明
する。
　コネクタ位置保証装置10が解除位置にあり、ラッチ66が通常緩和状態にある状態で、図
11および図12に示すように第1および第2コネクタ部材を互いに完全に接続する前に、ラッ
チ66は、図8に最もよく示されているように、移動が禁止される。この移動禁止状態にお
いて、ラッチ66は、1対の停止部67のそれぞれと係止アーム部材16の前端部30とが、図8に
示すように、少なくとも部分的に対向する。この結果として、第1コネクタ部材12に対す
るコネクタ位置保証装置10の摺動移動を防止している。
【００２７】
　第1コネクタ部材12を（図11～図14に示す）解除位置から係合位置（図16）へと動かす
前に、第1コネクタ部材12および第2コネクタ部材14を、図11～図13の矢印Aおよび矢印Bで
示すように互いに向かって移動させることにより、接続する。当業者であれば、第1コネ
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2挿入位置および図14に示す第3挿入位置から、段階的に接続されることを理解するであろ
う。
【００２８】
　図12に示す第1挿入位置において、第2コネクタ空洞68が第1コネクタターミナルハウジ
ング64を受けながら、第1コネクタ空洞60は第2コネクタ部材を受け、コネクタ位置保証装
置10が解除位置にある状態で、係止アーム部材16の前端部30が通常緩和状態に位置しつつ
、係止傾斜部74はラッチ66に接触する。
　図12および図13を参照して、第1コネクタ部材12および第2コネクタ部材14が、第1挿入
位置から第2挿入位置へ移動すると、係止傾斜部74は、ラッチ66を、通常緩和状態（図12
）から中間偏移状態（図13）へ、上方向に移動させて、係止アーム部材16の前端部30が通
常緩和状態（図13）に留まりながら、コネクタ位置保証装置10の摺動運動を可能にするた
めに、ラッチ66を移動禁止状態（図12）から解放する。
【００２９】
　第1および第2コネクタ部材が、図13および図14に連続的に示すように、第2挿入位置（
図13）から第3挿入位置（図14）へ移動すると、ラッチ66は、偏移状態（図13）から通常
緩和状態（図14）へ、下方向に移動して、係止傾斜部74を係止傾斜部受け穴78の中に捕捉
し、第1コネクタ部材12および第2コネクタ部材14をともに、主要係止状態（図14）に係止
する。図14に示すように、各係止突起32および捕捉部72が互いに摺動可能に接触し、前端
部30が通常緩和状態（図13）から中間偏移状態（図14）へ移動し、係止突起32が捕捉部72
の頂部に配置されることに注意されたい。
【００３０】
　図14に示す第3挿入位置において、コネクタ位置保証装置10は、（例えば図14に示す）
解除位置から（図16に示す）係合位置へ、摺動移動することが可能となる。各係止突起32
が各停止部67の上へと摺動する（図14から図15）と、前端部30が中間偏移状態（図14）か
ら進行偏移状態（図15）へ移動することに注意されたい。
　コネクタ位置保証装置12が、図14～図16に連続的に示すように、解除位置から係合位置
へ移動すると、進行偏移状態（図15）にある前端部30は、摺動しながら停止部67を越えて
移動する。コネクタ位置保証装置10が係合位置（図16）に到達したときに、前端部30は進
行偏移状態（図15）から通常緩和状態（図16）へ移動し、係止突起32は、捕捉部72および
停止部67の少なくとも実質的に前方に配置される。これで互いに完全に接続された（すな
わち、主要係止状態および二次係止状態の両方で係止された）とみなされる第1コネクタ
部材12および第2コネクタ部材14のために、主要係止状態とともに二次係止状態（図16）
を提供する。
【００３１】
　当業者であれば、コネクタ位置保証装置12が、第1および第2コネクタ部材との係合位置
にあるときに、恒常的な負荷を受けておらず、実際には、通常緩和状態にあることを理解
するであろう。また、コネクタ位置保証装置が係合位置にあるときに、ラッチ66の後部は
、図16に最もよく示されているように、ユーザに対して露出している。ラッチ66は支点部
76にシーソー式に取り付けられているため、ラッチは、コネクタ位置保証装置12を第1お
よび第2コネクタ部材との係合から解放するために、ユーザが直接押し下げることができ
る。
【００３２】
　しかし、本発明は、他のさまざまな異なる態様で実施されてもよく、本明細書に記載し
た例示的な実施形態に限定されると理解すべきではない。むしろ、これらの例示的な実施
形態は、本開示を徹底的かつ完全にし、当業者に対して本発明の請求の範囲を十分に伝え
るようにするために、提供されている。
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